
大阪市立図書館が購入した新しい本の中から、図書館員のおすすめの本を紹介します。 

･･･字が大きめ ･･･中高生にも ･･･図・写真が多い 

二村 晃 著 

東方出版 1575 円 (0012086780) 

眼病が悪化した著者は、盲人情報文化センターで借りたカセットテープや、 

対面朗読による読書を楽しみ、音声ワープロで手紙などを書いている。本書 

は、朗読をしている人たちむけの機関誌に連載したコラムをまとめたものだ。聞 

きやすい音読のスピードは１分間に 280 字、同音異義語には簡潔な注釈をつけ 

てほしいなど、具体的なアドバイスはわかりやすい。丁寧な文章からは、読み 

手と聞き手が織りなす、耳で読む読書の世界の喜びや苦労を知ることができ 

る。 〔015.17〕 

ジャンル ： 知識・教養を深める 

アイデアはどこからやってくる？ 

ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ 

著者は、絵本は横開きという常識にとらわれず、縦開きで下から上に場面が 

展開する絵本『100 かいだてのいえ』をつくった。本書では、音楽や広告などの分 

野での様々な創作経験をもとに、アイデアの見つけ方や、それをどう育て、仕事 

や人生に活かせばよいのかをわかりやすく説明する。一見偶然に浮かぶものと 

思えるアイデアの奥深さが実感できる。自由な発想によって、自身が直面する問 

題を解決し、人生をより面白くするヒントがつまっている。 〔141.5〕 

岩井俊雄 著 

河出書房新社 1260 円 (0012092609) 

黒木夏美 著 

水声社 2100 円 (0012067977) 

ジャンル ： 知識・教養を深める 

平成 22 年 9 月号 

大阪市立図書館 「あなたにこの本を！」選定委員会 

バナナの皮はなぜすべるのか？ 

耳で読む読書の世界 －音訳者とともに歩む－ 

※価格のあとの（ ）内の番号は、大阪市立図書館書誌 ID です。 

バナナの皮で滑るギャグを発明したのはだれか、著者はふと疑問に思う。19 

世紀後半の米国では実際にバナナの皮で転ぶ人が続出し、社会問題にまでな 

っていたという。著者は転倒事故が「お約束ギャグ」へと転化した起源を求め、国 

内外の映画やアニメ、文学等の膨大な資料を縦横無尽に探索し明らかにしてゆ 

く。話題はギャグ論から生産国が抱える問題まで大きく広がり、知的好奇心が刺 

激される。世紀を超えた奥深い歴史に思わず笑みが浮かぶ。〔775〕



河合真如 著 

講談社 1800 円 (0012066941) 

天照大神(あまてらすおおみかみ)などの神話や、歴史上に名を残した人物の栄枯盛衰を描く。それぞれに 

和歌や俳句、美しい色彩の絵画を添え、親しみやすい内容となっている。神話は様々なことを暗示すると 

語る著者の歴史に対する豊かな学識と、真摯(しんし)な思いが文章を通じて伝わってくる。森羅万象と深く 

関わりあってきた先人の、自然を恐れ尊ぶ精神や文化を学ぶことができ、現代の私たちが忘れかけてい 

る和の心を思い起こさせてくれる。 〔210.04〕 

近江正隆 著 

講談社 1400円 (0012085108) 

著者は漁師になりたくて 18歳の時、東京から北海道へ渡った。夢をかなえ充実した日々を送るが、海で 

の転覆事故を境に船をおり、地域プロデューサーとして生きようと決める。地元の子どもたちが自分の町 

の良さに気付く町内バスツアーや、他都市の修学旅行生を農家で受け入れる宿泊体験など、彼の行動力 

と熱い思いが様々な取り組みを生み出す。生産地の良さを再認識したい、食物を通して都会と田舎をつな 

げたいという真剣な気持ちが伝わってくる。 〔B オウミ〕 

曽根英二 著 

日本経済新聞社 1995 円 (0012066147) 

過疎によりコミュニティーの機能が著しく低下し、二人に一人が 65 歳以上の高齢者である限界集落。元 

テレビ報道記者の著者が、中国山地の村々の生活の様子を３年間の取材をもとに記す。学校の廃校、ほ 

とんど便のないバス、耕作放棄された田んぼなど、厳しい状況は衝撃的だ。その中でも肉牛の種牛の飼 

育で成果をあげ始めた人や、ブドウ栽培のために移住してくる若夫婦もいる。地域に根ざした魅力のある 

産業の育成の重要性に改めて気づかされる。 〔318.6〕 

マリー･ソー、キャロル･チャウ 著 林 路美代、林 民子 共訳 

講談社 1575 円 (0012083180) 

大学院で国際開発政策を学んだマリーとキャロルは、ヤクという動物の毛をニット製品にして販売する 

ビジネスを立ち上げた。これにより、原料を提供するチベット族の村と、編物をする中国の崇明島(すうめいと 

う)の二つの貧困地域に継続した現金収入をもたらす。貧困に苦しむ人々を助けたいという情熱を胸に、困 

難を乗り越え事業を成功させた二人が、自分たちの道のりを語った一冊。夢に向かって挑戦することで、 

道は開けるという勇気を与えてくれる。 〔335.89〕 

大鐘良一、小原健右 共著 

光文社 840円 (0012094870) 

日本で初めて宇宙飛行士選抜試験の取材を許可されたテレビ番組製作者による、最終試験に残った 

10 名に密着したドキュメンタリー。死と隣り合わせの宇宙で活動するには、優れた能力に加え、ストレス耐 

性、ユーモア、あきらめない心などが必要とされる。閉鎖空間で 24 時間監視される中で、彼らは何を考え、 

どのように課題を乗り越えていったのか。宇宙飛行士に求められる資質とは、すべての人に必要な根本 

的な「人間力」であるということに感銘を受ける。 〔538.9〕 

絵で見る美しい日本の歴史 

限界集落 －吾の村なれば－ 

世界を変えるオシゴト －社会企業家になったふたりの女の子の感動物語－ 

ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ 

ドキュメント宇宙飛行士選抜試験 

だから僕は船をおりた －東京生まれの元漁師が挑む、フードアクション！－ 

ジャンル ： 生き方・考え方に学ぶ 

ジャンル ： 歴史・文化に親しむ 

月刊 あなたにこの本を！ 平成22年 9月号 

ジャンル ： 知識・教養を深める 

ジャンル ： 現代社会を見つめる


